
6日獣会誌　74　6～12（2021）

1　は　じ　め　に
令和元年 6月 21日の第 198回

通常国会参議院本会議場におい
て，議長より「愛玩動物看護師法
案（衆議院提出）を議題といたし
ます．まず，委員長の報告を求め
ます．」の発言後，参議院環境委
員長から「ただいま議題となりま

した法律案につきまして，環境委員会における審査の経
過と結果を御報告申し上げます．本法律案は，衆議院環
境委員長の提出によるものでありまして，最近の愛玩動
物をめぐる状況に鑑み，新たに愛玩動物看護師の国家資
格を創設するとともに，愛玩動物看護師の業務を明確化
するなど，その業務が適正に運用されるように規律を定
めようとするものであります．本委員会におきまして
は，国家資格化の意義，愛玩動物看護師の処遇改善の見
通し及びその必要性，今後の獣医療体制の在り方等につ
いて質疑が行われましたが，その詳細は会議録によって
御承知願います．質疑を終局し，採決の結果，本法律案
は全会一致をもって原案どおり可決すべきものと決定い
たしました．なお，本法律案に対し附帯決議が付されて
おります．以上，御報告申し上げます（官報号外参議院
会議録第 28号より）．」との報告があった．続いて採決
に進み，採決議場電光掲示板に「投票総数 232　賛成
232　反対 0」と煌々とその結果が映し出された．
「愛玩動物看護師法」の成立，悲願の動物看護師国家
資格化が結実した瞬間であった．国会閉会期日が迫る
中，6月に入り衆議院環境委員会（8日），衆議院本会議
（9日），参議院環境委員会（20日）そして参議院本会
議（21日）で，全会一致の可決をもって愛玩動物看護
師法が成立したが，その道のりは 10年を超える年月を
要し，途中段階においても，そして直前においても叶わ
ないかもしれないと思う山あり谷ありの険しい道のりで
あり，さらに専門学校にとっては厳しい挑戦の連続で

あった．
本論説の中で，公的資格化と国家資格化という言葉が
混在して登場するが，動物看護師の資格制度化が本当に
実現できるのか，不安視する向きもある中で，誰もが真
剣に取組み，目指すは『国家資格』であったが，その実
現には多くのハードルがあることから，法律に基づく国
家資格を最大の目標としつつ，公的資格と表現していた
ことによるものと考える（図 1）．

2　国家資格化への本格的取組開始
年号が平成となった頃から動物看護師を国家資格にと
いう声が聞こえ始めていたが，本格的に動き出したのは
平成 18年に，日本獣医師会の小動物臨床部会に，「動
物診療補助専門職検討委員会」が設置されたことによる
ものであり，その後，「動物看護職制度在り方検討委員
会」（以下「在り方検討委員会」という）となった平成
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図 1　2020年度時点 動物看護師統一認定試験受験可能校
（専修学校）

〈全　国〉68校
（参）看護系大学　8校

〈北海道地方〉
6校
北海道 6

〈東北地方〉
7校

岩手 1　宮城 5
秋田 1

〈沖縄地方〉
1校
沖縄 1

〈九州地方〉
5校
福岡 3
熊本 1
宮崎 1

〈中国地方〉
4校

岡山 1　広島 2　山口 1

〈中部地方〉
13校

新潟 1　石川 1
福井 2　長野 1
静岡 3　愛知 5

〈四国地方〉
4校

徳島 1　香川 1
愛媛 1　高知 1

〈近畿地方〉
9校
京都 2
大阪 5
兵庫 2

〈関東地方〉
19校

茨城 2　栃木 1　群馬 4
埼玉 1　千葉 2　東京 8

神奈川 1
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21年より，当協会も「在り方検討委員会」の委員に加
わり国家資格化への取組みが始まった．「在り方検討委
員会」の委員構成は日本獣医師会，地方獣医師会，日本
獣医学会，日本小動物獣医師会，日本動物病院福祉協会
（現，日本動物病院協会），日本動物看護学会，全日本獣
医師協同組合，日本動物衛生看護師協会，日本動物看護
職協会，全国動物保健看護系大学協会，全国動物教育協
議会（現，全国動物教育協会）であり，全国の獣医療及
び動物看護に関係する団体が網羅されていた．
本委員会では，動物看護職制度の確立に向けてチーム
獣医療体制整備となる，いわゆる動物診療パラメディカ
ル専門職としての公的資格化を目指し，それを進める中
での課題点の検出と課題点に対する対策が話し合われる
こととなった．課題としては，①動物看護師養成教育の
高位平準化，②複数の民間資格の統一化，③就業環境整
備（業務範囲の明確化と処遇改善）である．これらの課
題の中で，①に挙げた養成教育の高位平準化は，専門学
校が取り組むべき大きな課題であった．

3　動物看護師養成専門学校の大同団結
動物系職業人養成は，50年以上も前から行われてい
たが，その多くは犬の美容師いわゆるトリマー（諸外国
ではグルーマー）の養成であり，養成機関は企業や個人
が設置した専門校であった．その後，学校法人もしくは
準学校法人の専門学校となったのは平成 6年頃からであ
り，トリマーと共に動物看護師養成も広がりが始まっ
た．特にペットブームを背景に各地の専門学校が動物系
職業人養成を始め，動物看護師養成も全国展開となっ
た．このことは現在に至る動物看護師養成教育の発展の
大きな力であると考えられる．
しかし，多くの養成専門学校の教育カリキュラムは，
各々独自もしくは民間資格団体が指定するカリキュラ
ムを基に教育が行われていて，「在り方検討委員会」で
も養成教育が多岐であることが課題の一つとされ，平準
化の必要性が求められた．言うならば，公的資格化に対
応するには，単に平準化ではなく，高位平準化とさらに
高いレベルが求められた．
平成 17年から獣医系大学の中で，動物看護教育が始
まっており，在り方検討委員会の目指す目的の一つに法
制化の構想案が示されていたが，その中では大学教育で
公的資格，専門学校教育は公的資格の対象外として表さ
れていて，落胆というよりやらなければという思いに身
が震えた．当時でも多くの専門学校卒業生が動物病院で
活躍している実績があり，専門学校教育が公的資格の対
象にならないことは，理解できないと強く思ったことが
思い出される．一方で，教育が区々であることが公的資
格化への阻害要因となっていることは明らかで，教育の
高位平準化と資格の統一化が，公的資格化への条件とし

て掲げられていたことに納得するところであり，専門学
校教育の高位平準化が何をさておき，全力で取り組むべ
き最優先課題であると痛感した次第である．
そこで平成23年2月24日の新橋での開催を皮切りに，
大阪，福岡，名古屋，札幌と全国 5カ所で「動物看護職
養成教育機関情報共有会」を開催し，動物看護師を養成
する専門学校の多くの参加のもとに，「動物看護師の公
的資格化を目指し，資格の統一化を進めること，そして
教育の高位平準化が必須であること」に意見の一致を見
出した．また，専門学校が大同団結し，情報を共有し，
意見交換を行い，自主的に取り組むこと」を説明し，当
協会の動物看護部会に動物看護職養成高位平準化対応連
絡協議会を設置し，多くの専門学校が大同団結すること
になった．直面している教育の高位平準化に対してはコ
アカリキュラム（以下，「コアカリ」という）の整備が
喫緊の課題であることを説明し，協力要請を行い，10

人を超える全国各地の専門学校動物看護教員が名乗りを
上げてくれた．「コアカリ」作成は後段で紹介すること
とし，情報共有・意見交換会は前述の平成 23年 2月以
降，令和元年 7月 1日に行った愛玩動物看護師法成立に
伴う情報共有の会まで毎年 1回以上開催し，また一社全
国動物専門学校協会と当協会の共催で毎年夏に動物看護
教員の研修を行い，専門学校間の交流に加え教員間の交
流と研鑽を重ねていった．

4　動物看護教育の高位平準化
高位平準化は果たしてどのようなことなのか，言葉の
意味や具体的な内容がどのようなことなのかは手探りで
あったが，まずカリキュラムの平準化，その後，高位平
準化として作り上げる取組みが始まった．「在り方検討
委員会」に「統一カリキュラム策定検討小委員会」が設
置され，当協会も委員となったことから，当協会にも
「コアカリ」作成委員会を設け，10名を超える動物看護
教員が委員となり，①有志校 44校の現行（当時）カリ
キュラムを洗い出し，②科目名称の統一，③分野分け，
④各分野の定義を定め所属教科提示，⑤各教科のキー
ワード作り，⑥教科ごとの時間数割り出し，⑦単位換算，
⑧有識者からの指導助言の順で整えて行った．
民間資格団体でのカリキュラム指定もあったこともあ
り，各校のカリキュラムに大きく差異がある状況ではな
かったが，科目名称が区々であり，キーワードも示され
ていなかったことから科目名称の統一には思いもかけず
時間を要した．先述の高位平準化がどのようなものかに
ついては，まず全国動物保健看護系大学協会が折しもモ
デルコアカリキュラムを整えたところでもあり，また日
本獣医師会が諸外国の国家資格となっている動物看護教
育を調査した報告（日本獣医師会雑第 61巻第 12号 900

～906頁）を参考に，専門基礎・専門に分類し，教育総
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時間は 2,400時間とした．
2,400授業時間は，専門学校設置基準では 3年間の教

育時間に相当したが，国家資格化が明確となっていない
段階でいきなり 3年間教育に統一することは避け，2年
間教育が主流である専門学校も教員も 2年間で 2,400時
間のカリキュラムを行うことは大きな挑戦であったが，
この挑戦をしなければ専門学校は動物看護師資格制度化
に加われないことは予想できたことと，動物看護師統一
認定機構の「コアカリ」として推奨され，平成 27年度
統一試験から受験要件として「コアカリ」履修が示され
たこともあり，68の専門学校で平成 26年度入学生から
この「コアカリ」を採用した教育が始まった．
このように多くの専門学校の協力のもと，初版「コア
カリ」が作られたが，作成に要した時間はかなりタイト
なものであった．しかし，この「コアカリ」にはガイド
ラインも整備し，また出版社も教科書を揃える等の協力
があり，教育の未整備問題は解決の一歩を歩み出せた．
そして，初版「コアカリ」教育が一巡したことから統一
認定機構では，カリキュラムの精度を高めるための見直
しが始まり，本当の意味で大学と専門学校の共通カリ
キュラムとなった認定動物看護師教育コアカリキュラム
2019（通称，新コアカリ）が整い，平成 31年度入学生
からその新コアカリでの教育が始まった（図 1）．

5　高位平準化の後押しとなった文部科学省委託事業
「コアカリ」作成の最終段階では，獣医大学関係の先
生方や臨床獣医師の方にも指導や助言を受けて整えた中
で，日本大学名誉教授酒井健夫先生（現動物看護師統一
認定機構長）から文部科学省で専修学校にも委託事業の
取組みが始まったことの紹介を受けた．同時に IT分野
ですでに委託事業に取り組んでいた専門学校をグループ
校に持つ，中島利郎 一社全国動物専門学校協会会長の
協力を得て，同協会会員校や各地の有志専門学校と共に
平成 25度成長分野等における中核的専門人材養成の戦
略的推進事業に取組むこととなった．当初は予想もして
いなかったが平成 31年 3月まで連続して 7年間にわた
り，職業実践専門課程を通じた専修学校の質保証・向上
の推進事業，専修学校による地域産業中核的人材養成事
業など 4件の委託事業を受託し，成果物として「社会人
の学び直しプログラム」，「コマシラバス集」，「第三者評
価の評価要素・評価指標・評価手引書」，「動物病院実習
ガイドライン」を作成できたことは，高位平準化の力強
い後押しとなったと言っても過言ではない．表に委託事
業及び成果を示す．委託事業には，全国の専門学校の有
志教員をはじめ日本獣医師会，地方獣医師会，日本小動
物獣医師会，日本動物病院協会，日本動物看護学会，全
日本獣医師協同組合，日本動物衛生看護師協会，日本動
物看護職協会，動物看護系大学，出版社，動物系企業そ

して第三者評価の事業には動物看護師統一認定機構や日
本規格協会からも委員として加わっていただき総勢 130

人に及ぶ委員の参加協力を得て各事業で成果を上げるこ
とができた．各事業の報告書は各受託団体のホームペー
ジに掲載している（表）．

6　統一認定試験から国家試験へ
それまで各民間資格認定団体が行ってきた認定資格を
統一するため，平成 23年に動物看護師統一認定機構（現
在は一般財団法人，以下「機構」）が創設され，当協会
も創設時から構成団体として参画してきた．平成 23年
当時，動物看護師養成専門学校は全国に 70校強存在し
ており，平成 28年 3月に実施した試験より「コアカ
リ」を履修することが受験要件となったことから，68

校の専門学校が平成 26年度入学生から「コアカリ」を
採用した教育を行い，その後，学校数は若干の増減は
あったが，平成 24年度から令和元年度までの 11年間
で新卒の専門学校生 13,014名が統一認定試験を合格し
ている（「機構」提供）．令和 2年 11月 1日時点の「機構」
認定登録者は 25,358名と「機構」ホームページで確認
できることから，平成 23年 3月以前に専門学校を卒業
した現任者を含めると半数以上が専門学校卒業生であ
り，現在，動物病院で働く動物看護師現任者の多くを占
めている．統一認定の登録者数が 2万人を超えているこ
とは，愛玩動物看護師法成立の上で力強い実績であった．
統一認定試験は，令和 4年 3月に行う試験が最終とな
り，その後は国家試験を受験していくこととなる．令和
2年 2月 27日に，一財動物看護師統一認定機構は国家
試験の試験機関に指定され，平成 23年創設時に目指し
ていた国家試験を行うことになる．国家試験の受験資格
は愛玩動物看護師法第 31条に提示されており，その 2

項では「農林水産省令・環境省令で定める基準に適合す
るものとして都道府県知事が指定した愛玩動物看護師養
成所において，3年以上愛玩動物看護師として必要な知
識と技能を修得した者」と示されている．この条文の愛
玩動物看護師養成所とは専門学校に置き換えることがで
き，この条文による「農林水産省令・環境省令で定める
基準に適合すること」及び「愛玩動物看護師として必要
な知識と技能の教育を行うこと」が養成所に求められる
要件である．われわれ専門学校はこれから定まる第 31

条受験資格の養成所要件に向けて教育体制を整えるとと
もに，卒業生と令和 4年 4月入学生までの国家試験受験
の特例に対する附則第 2条の養成所の指定に向けて指定
申請の準備をしていくことになる（図 2）．

7　愛玩動物看護師に期待される役割と教育
規制緩和の時代に，業務独占を規定し議員立法で成立
した愛玩動物看護師法となったことは，異例のこととも
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言える．令和 2年 8月から始まった愛玩動物看護師国家
試験カリキュラム等検討会では，愛玩動物看護師の役割
が話し合われており，業務独占となった「診療の補助」
はもちろんのこと「愛玩動物の看護」「愛護及び適正飼
養」に関しても活躍していくことが期待されている．「診
療の補助」は，チーム獣医療体制整備において最も重要
な役割であり，安全を最優先に，その役割を十分に担え
る知識と技能の修得に向けて，カリキュラム等が作成さ
れることとなる．技能修得は今まで以上に実習が重要と
考えるが，学生の段階で愛玩動物に直接触れての実技習
得は学校飼育動物以外ではできないことであり，また動

物福祉の観点から学校飼育動物での実習も控えることが
好ましいと考えると，医療分野の看護教育のようにシ
ミュレーション教材を用いての実技習得が必須と予想さ
れる．シミュレーション教材は，日本動物看護学会でも
研究開発してきており，同会の年次大会でもここ数年シ
ミュレーション教材を取り上げたセッションが行われて
いる．シミュレーション教材作成のノウハウは揃ってい
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平成 30年＞

平成 29 年＞

平成 28 年＞

平成 26 年＞

平成 25 年＞

平成 24 年＞

平成 21 年時点＞

受験可能校
68専門学校　8大学
平成 26年度 
文部科学大臣認定
「職業実践専門課程」
受験可能 … 68専門学校（2018年 5月 1日現在　67校）

職業実践専門課程認定　42校

衆議院選挙＞　自民党・公明党の公約【環境】
小動物の動物看護師の将来的な国家資格化又は
免許制度の創設に向けた検討を行います

平成 30年　動物看護師統一認定機構
社会人の学び直し受験開始

※愛犬美容看護専門学校受託事業の成果

6月 7日　衆議院環境委員会　　　　6月 13 日　衆議院本会議 6月 20 日　参議院環境委員会　　　　6月 21 日　参議院本会議

コアカリ更新＞認定動物看護師教育コアカリキュラム 2019

〈認定動物看護師地位向上推進協議会発足〉
☆動物看護師『業務範囲』の整備と充実
　人医療にならい，獣医師指導下での獣医療一部参加

ペット関連産業・人材育成議員連盟発足
平成 26年度生からコアカリキュラム採用教育開始

令和 2年 11 月 1日時点　25,358 名登録

動物の愛護及び管理に関する法律の一部改正　付帯決議　参議院環境委員会

家畜伝染予防法の一部を改正する法律案に対する付帯決議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衆議院農林水産委員会

動物の存在価値：ペット⇒家族の一員
国民の家庭動物飼育率の普及

複数の民間団体が資格認定
教育が未整備

動物看護職の処遇不安定
動物看護職の魅力不足

技術・知識の到達

平成 30・31年度　資格枠組み開発事業

平成 29年度　　　質保証事業

平成 29・30年度（～ 31年度）
　デュアル教育開発事業

学修成果の測定に向けた
職業分野別コンピテンシー体系の研究

➡

平成 26・27年度　社会人の学び直し事業

平成 23年 10月　全国共通動物看護師養成コアカリキュラム整備（対象：専門学校）

平成 21年（2009年）　職能団体　日本動物看護職協会設立

試験実施の第三者機関
平成 23年 9月　動物看護師統一認定機構設立（平成 28年 2月　一般財団法人化）

平成 25年度　　　社会人の学び直し事業 ➡

動物病院実習ガイドライン作成➡

自己点検評価手引書作成・周知活動➡

機関別・分野別評価基準策定

学び直し教育プログラム開発
コマシラバス作成➡教育内容の平準化

➡

情報共有・意見交換会

平成 27・28年度　質保証事業

平成25年（2013）6月　9日

平成26年（2014）2月16日
平成27年（2015）2月18日

平成28年（2016）3月　7日

平成29年（2017）8月23日

平成30年（2018）2月20日

令和元年（2019）7月　1日

平成21年（2009）
高位平準化に積極的対応を進める

平成22年（2010）2月4日
全国動物教育協議会幹部会
高位平準化推進決定

2019年 2月 23日
超党派　愛がん動物看護師の国家資格を目指す議員連盟　第 1回総会

2019年 3月 26日
超党派　愛がん動物看護師の国家資格を目指す議員連盟　第 2回総会

2019年 4月 26日
超党派　愛がん動物看護師の国家資格を目指す議員連盟　第 3回総会

2016年 3月実施試験よりコアカリ履修者が試験要件

ペット関連産業・人材育成議員連盟（自民党）・
動物看護師の公的資格化検討 PT（公明党）

平成 23年＞ 農林水産省　平成 32年度目標年度
「獣医療を提供する体制の整備を図るための基本方針」
獣医師以外の獣医療に従事する者の資格（動物看護師など）の制度化
チーム獣医療体制整備

平成23年（2011）11月
一般社団法人　全国動物教育協会設立
平成23年（2011）2月24日～3月8日
全国 5カ所
☆在り方検討委員会「声明文」紹介
☆統一試験の計画

平成24年（2011）10月31日
全動協動物看護部会
動物看護職養成高位平準化対応
連絡協議会　コアカリ作成説明

平成 31（令和元）年 2019
平成 30年 2018
平成 29年 2017
平成 28年 2016
平成 27年 2015
平成 26年 2014
平成 25年 2013
平成 24年 2012
平成 23年 2011
平成 22年 2010
平成 21年 2009

平成 30年＞

超党派　愛がん動物看護師の国家資格を目指す議員連盟　第

ペット関連産業・人材育成議員連盟（自民党）・

チーム獣医療　動物の看護
愛護および適正飼養

ニーズに即した『質の高い獣医療提供』
☆動物愛護の文化向上☆

平成 31年＞

平成 31 年

平成 31 年

度の確認が困難

統一試験開始　平成 25年 2月実施＝統一認定開始

高位平 準化教育

動物看護師　法整備・ 国家資格創設　要望

愛玩動物看 護師法成立

図 2　愛玩動物看護師法の

動物の環境を「看る」役割となり国家資格となった専門
職として大いに期待できると考える．動物看護過程の思
考に沿って対象愛玩動物の観察（よく看る）をし，動物
看護判断（問題を抽出）し，問題の解決方法（動物看護
技術を駆使する方法）を考え動物看護計画を立て，そ
れを実行し，実行後には評価し振り返りを行うことで，
より良い動物看護実施に向けて行う動物看護過程の展

開を繰り返すことである．
家族の一員として医療に近い獣医療を求める飼育者
は，「診療の補助」と同等もしくはそれ以上に「愛玩動
物の看護」に期待があると考える．愛玩動物の一生にわ
たる健康維持に必要な栄養管理，栄養指導，リハビリ
テーションは適正飼養にも繋がる役割でもあり，「愛玩
動物の看護」は将来的に愛玩動物看護師の専門領域とし
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動物看護師　法整備・ 国家資格創設　要望

愛玩動物看 護師法成立

成立までの関連事項

て業務独占に加えることも検討すべきことと考える．
「愛護及び適正飼養」に関しては，国家資格者として
の知識をもって指導者的役割を担い動物の保護，動物取
扱業関係，公衆衛生として特に人獣共通感染症予防，個
体識別管理等々の充実及び災害時の動物や飼育者への支
援による市民の暮らしの安心安全に寄与することが期待
される．さらに，動物飼育は人の健康寿命に効果が期待

されることから高齢化社会での動物飼育の支援，動物を
介在した諸活動など社会に貢献する活動での役割も期待
される．また，愛玩動物看護師は飼育者に近い存在とし
て愛玩動物に寄り添い，そして飼育者にも心を寄せ，獣
医療，動物看護のみならず『心の面』でも今後も大きな
役割を果たしていくと考える．
このように，愛玩動物看護師法制定により多くの期待
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が寄せられ，将来展望も多岐にわたる．折しも令和 2年
度文部科学省委託事業の一つである一社専門職高等教育
質保証機構受託「コンピテンシー事業（略名）」（※ URL）

で，学修成果の測定に用いる仕組みの研究が行われてお
り，在学時の学修成果指標のみならず卒業後の職業能力
の判定にも活かすことが目指されている．さらにその指
標は諸外国と共通できるように NQF（National Quali-

ty Framework）に合わせて作り上げており，動物看護
師も分科会に加えて頂き作成に取り掛かっているところ
である．附帯決議の一項目にも「愛玩動物看護師資格取
得後も現場での指導及び人材育成の充実に努めること」
とあるが，このような職業能力の判定指標はスキルアッ
プのために有用であり指標を目安とし研鑽に努めること
で愛玩動物看護師として将来性が広がり，職の魅力向上
にも繋げていくことができると思う．
また，愛玩動物看護師法はアジアでは初の国家資格で
あることから，アジア圏で先導的な立場となり，将来的
に留学生を迎えることも予測される．しかし，それら将
来展望の大前提は，養成教育のレベルと質であることは
間違いなく，養成機関の責任は大きい．本稿の「6の統
一認定試験から国家試験へ」でも述べたが，愛玩動物看
護師法第 31条に養成所となる指定が定められ，3年間
以上の教育となった．今後その要件が示され次第，3年
間課程への改編を含めて養成所指定要件に沿って準備し
ていくことになる．平成 18年時点では公的資格化と控

えめに目標を置いていた動物看護師の資格制度化は，
『国家資格』となった．当初の課題であった動物看護教
育の未整備については，専門学校群の幾多の挑戦を経て
高位平準化が結実した．この後も国家資格化に向かって
歩んできたと同様に愛玩動物看護師の指定養成所となる
専門学校の大同団結と，大学との連携で教育のさらなる
レベルと質の向上に尽力し，教育のさらなる成長に挑戦
し続けることとなる．これまで取り組んできた教育の高
位平準化を崩すことがないように，教育のレベルと質の
継続及び向上を国にも最大で支援いただきたい．そし
て，愛玩動物看護師法の成立には，現任者の活躍がすべ
ての礎となったと言っても過言ではない．これから国家
試験に向かっていく現任者が余すことなく国家資格を取
得し，今まで以上に日本の動物看護を高めていくことを
期待すると同時に全力で支援していきたい．
※   https://qaphe.com/mext/mext2020/ 

competency2020/competency2020result/

8　最　　後　　に
この度，日本獣医師会誌の連載論説に加えていただけ
たことで，国家資格化に向かって歩んできた記録を整理
し，今後の目標も明らかとなったことに心より御礼申し
上げる．また，立法にご理解とご支援をくださった議員
方，法成立にご尽力くださった農林水産省と環境省の各
位に感謝するとともに，今後もさらなるご支援を賜れる
ように願っている．そして，歩み続けた動物看護教育の
高位平準化にご指導とご支援をいただいた多くの獣医師
方，日本獣医師会はじめ獣医師関連諸団体，大学の先生
方，一緒に汗を流し，励まし合い，協力してきた専門学
校関係者方にあらためて心より感謝申し上げる．

図 3　犬の出産介助教材（新生仔の臍
帯結紮もできる）
日本動物看護学会理事長桜井
富士朗氏開発（㈲サンラボ製作）

図 4　「猫の撓側皮静脈注射トレーニング模型」 
ラスターテック社製


